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　日ごろから、自治退の諸活動にご協力いただ

きありがとうございます。

　さて、自治退は、会員の福利厚生の強化を目

的として、安心総合共済に取り組んできました。

また、昨年開催の第２回中間年県本部代表者会

議において安心総合共済の減少傾向に歯止めを

かけ、毎年の契約10,000件以上回復への取り組

みを確認しました。

　　　　　　　　　　安心総合共済は、毎年減少傾向が続き、残念

ながら2020年度の保険料を決める昨年の契約件数が10,000件を下回

る結果になりました。この結果、保険料団体割引率は20年度募集分

では30％から25％に引き下げられ、自治退がなにも対策をしなけれ

ば補償内容が変わらずに、掛金だけが引き上げられるという事態に

なりました。

　自治退は福利厚生委員会・役員会で協議し、当面の措置として制

度運営費の圧縮等により、2020年度からの掛金の引き上げを回避す

ることとしました。しかしこれは、長期的に行えることではありま

せん。安心総合共済の将来に向けた安定した制度のあり方について、

今後検討しなくてはなりません。

　安心総合共済の加入拡大に向け、各組織の役員さんで未加入の方

は率先加入してくださるよう呼びかけます。

※　制度運営費は、自治退共済会の運営費用（パンフレットの印刷

費、単会助成金等）に充当するため保険料と一緒にお預かりして

いるものです。

契約10,000件以上復活に向け、
次の活動を全力で進めます

⑴　＜加入ゼロ単会をなくすため、まず単会三役の加入をめざす＞

　　安心総合共済加入ゼロの単会をなくす緊急対策として、まず各

単会の三役は全員加入してくださるよう呼びかけます。あわせて

各級役員の高率加入をめざします。（20年度の中途加入は８月15

日まで受付け）

⑵　＜会員数の10％以上の加入をめざす＞　

　　各単会は「共済事業が自治退の組織強化活動のひとつの柱であ

る」ことを役員会などで共通理解にし、当面会員数の５％以上、

それを達成した組織では10％以上加入の単会ごとの目標を設定し

てその実現のための取り組みを呼びかけます。

⑶　＜チラシ・機関紙などの活用＞

　　種々の機会をとらえて「安心総合共済」のチラシを多くの会員

に届けることを基本とします。あわせて県本部・単会の新聞や

ニュースなどで会員に「安心総合共済」を知ってもらうよう努め

ます。

⑷　＜加入推進活動の強化＞　

　　拡大推進のために「安心総合共済」の内容、拡大の意義の徹

底や活動の交流を図ります。また、退職者会の各種会議、集ま

り、旅行、イベントなどの機会を捉えてチラシなどの説明資材を

活用して制度周知を図ります。特に、①加入者と同居している親

族の起こした自転車事故、認知症の方が起こした事故で損害賠償

判決が出た場合などの充実した補償や、②加入者が無料で利用で

きる救急専門医や看護師資格を有するスタッフによる電話医療相

談（メディカルアシスト）、弁護士、社会保険労務士が法律・税

務・社会保険の相談に応じる（デイリーサポート）、社会福祉士、

ケアマネージャー、看護師等による電話介護相談（介護アシスト

相談）なども紹介します。

⑸　＜遺族会員制度の設置＞　

　　安心総合共済は退職者会員であることが加入要件です。各単会

は規約を整備して遺族会員制度を設けておき、会員が万一の時も

配偶者である遺族が希望する場合は引き続き安心総合共済に加入

できることを案内します。

　 安心総合共済給付状況
　  全国で毎年1,000件の事故が発生しています
　過去三年間の給付状況（表１）を見ると発生件数、給付金額とも

に増加傾向となっています。

　自動継続により加入者の平均年齢は毎年確実に上がってまいりま

すので、年齢による傷害事故件数増加と、一事故あたりの治療日数

も長くなり給付金額が増えていると思われます。安心総合共済でケ

ガの原因第一位は圧倒的に転倒によるものです。屋内で畳のヘリ程

度の段差で転倒して打撲や骨折したり、滑って尻もちをつくなどに

より圧迫骨折で入院治療となる事例もありました。

　又、傷害事故の発生件数に比べれば少ないのですが、賠償事故に

より相手方とのトラブルとなるケースも発生しています。安心総合

共済は加入者が相手と交渉する必要はありません。賠償事故に際し

ては東京海上日動火災保険会社が直接示談交渉をしてくれます。

≪表１≫     　（金額単位　円）

2016年度 2017年度 2018年度

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

981 64,898,252 1,061 73,931,617 1,185 85,162,864

　【賠償責任事故例】
     賠償事故の示談は保険会社が代行してくれます
　ご近所の人（仮称Ａさん）が自治会の用で訪問された際に、屋内

で飼っていた犬がＡさんの足に噛みついてケガをさせてしまった。

　Ａさんとは顔見知りでもあったので治療費とお見舞金として現金

５万円を渡した。契約者はこれで本件は終わったものと思っていた。

　しかし、後日Ａさんから、この件以後仕事を休むようになったと

して休業損害と慰謝料を請求してきました。Ａさんは仕事で個人宅

を訪問するそうですが、今回の事故以後犬を飼っている家に入れな

くなったとのことでした。

　この時点で、契約者が所属の退職者会に相談して安心総合共済の

賠償責任保険で対応できることが判りその後の交渉を保険会社に一

任し本件は解決しました。
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連続する台風・豪雨被害＝気候災害連続する台風・豪雨被害＝気候災害
防ぐ行動、待ったなし防ぐ行動、待ったなし

気候変動と温室効果ガス
＊地球気候を天文学的時間で見れば、地球の公転軌道の形の変化や

地軸の傾きによって日射量変動が起こり、寒冷期と温暖期が繰り返

されて来たと言われます。これらは人類の力では如何ともできませ

んのでそれによる気候変動に対しては、その範囲内で生きる方法を

探すしかありません。

＊もう一つの気候変動の要素として太古から火山から噴出する温室

効果ガスなどにより大気の組成と気候は変動してきました。これも

また人類の力では如何ともできません。

＊しかし、今進行している気温上昇は過去のデータが示すパターン

からは考えられない事態と言われます。

　地球史ではごく最近の新参者である人類が行ってきた植物伐採と

燃料化と、18世紀産業革命以来激増した化石燃料（石炭・石油・天

然ガスなど）の大量消費によるＣＯ２やメタンガスなどの温室効果

ガス排出が主な原因であることは間違いありません。

＊人類が「破壊をもたらす炭素燃焼＝温室効果ガス排出」を続けれ

ば、地球は経験したことのない気候変動に見舞われ、現存する全て

の地球生物の生存が脅かされます。人類が作り出したこの危機は困

難であっても人類に取り除く責務があります。

気候とエネルギー
＊2019年にはスウェーデンの高校生のグレタ・トゥンベリさんの主

張に呼応して世界の若者が脱炭素の運動を起こし、国連もこれを後

押しして注目を集めています。世界の大人たちも若者に負けてはい

られません。

＊国際機関としては「国際気候変動枠組み条約（ＵＮＦＣＣＣ）締

約国会議（ＣＯＰ）」が15年にパリ協定採択、一旦締約国すべてが

参加しましたが、ＣＯ２排出の主要国である米のトランプ政権は19

年にパリ協定から離脱、気候変動防止のブレーキになっています。

＊日本の状況を見ると、政府が18年に決定した第５次エネルギー基

本計画は石炭火力推進のままです。また、ＣＯ２対策を口実にして

危険で高コストの原発を推進するとしています。

　企業行動を見ると、製造業・金融業ともに石炭火力発電事業推進

の行動をとっており、国際的な批判を浴びています。

＊地球生命のために人類が求められていることは、速やかにＣＯ２

を増やす化石燃料に由来するエネルギーと原発依存をやめ、太陽

光・風力・水力などの太陽由来の再生可能エネルギー中心に転換す

ることです。今からＣＯ２排出を削減し始めても頻発する気象災害

防止や海面上昇による生活の場の喪失はすぐには止まりません。し

かし、これ以上悪化させないためになんとしても「今だけ・金だ

け・自分だけ」の野放図なＣＯ２排出をやめさせなければなりませ

ん。

市民生活と企業行動
＊気候変動防止のためには、市民生活と企業行動の双方で、エネル

ギー総量を節約することとＣＯ２を出さない再エネ活用に転換する

ことが必要です。

　日本のＣＯ２排出の３分の１は電力会社と言われます。市民生活

を通じてできることは省エネの努力と、電力選択が自由化されたこ

とを活かして再生可能な非火力電力・非原発電力を選ぶ契約を増や

すことが有効な手立てになります。

＊日本の場合、排出ＣＯ２の４分の３以上は企業が排出しています。

各国の事情は少しずつ違うかもしれませんが、基本的に世界中の企

業排出を大きく減らすこと抜きには気候変動防止はできません。既

に世界では多くの企業が健全な経営を維持しつつこのことに留意し

た行動をとり始めています。

＊企業に脱炭素行動を促すには“ルールづくりと違反者への制裁”

や“補助・誘導”などの多様な接近が可能ですが、市場経済の下で

は2006年に当時のアナン国連事務総長が提言した「責任投資原則

（ＰＲＩ：Principles for Responsible Investment）」は有力な手段のひ

とつです。（配慮テーマの例＝環境Ｅ：温室効果ガスの排出量減、環

境ビジネスへの取り組み、社会Ｓ：児童労働排除、消費者保護・品質

確保、企業統治Ｇ：女性取締役など多様性確保、企業不祥事防止）

　この原則に署名して社会的責任投資を進めようとする投資家は

「原則Ｅ（環境）」の中心軸に脱炭素を位置づけて資金運用者にそ

の旨を指示し、投資を通じて企業に影響を及ぼす仕組みで、資本主

義社会では大きな効果を持ちます。

　既に世界中で多くの投資家がこの目的に沿う運用をしており、巨

大な経済活動になっています。

年金積立金運用
＊日本では高崎経済大学の水口剛教授などが先駆的に責任投資の運

動に取り組み、特に機関投資家として資金力の大きな年金積立金に

よる署名を重視して、関係団体に呼びかけを続けてきました。

＊このことに呼応して自治労は2009年第81回大会の運動方針で次の

方針を決定しました。「地方公務員共済組合をはじめとする公的年

金積立金の運用にあたっては、地方公務員共済組合に対して、運用

先の企業・組織等における社会的責任投資（ＳＲＩ) に関する理解

を進めるよう取り組みます。」

＊この決定を皮切りにさらに方針を深化させつつ、地方公務員共済

組合連合会・市町村職員共済組合連合会の自治労選出運営審議会委

員等が尽力した結果、14年５月に地方公務員共済組合連合会が日本

版スチュワードシップコード（機関投資家が投資先企業等の企業価

値の向上や持続的成長と、「顧客・受益者」の中長期的な投資リ

ターンの拡大を図る責任）受け入れ表明を実現して責任投資ファン

ドを設定し、ＥＳＧ投資の枠を拡大してきました。これに市町村職

員共済組合連合会も続き、日本の公的年金積立金運用でＥＳＧ投資

が本格的にスタートしました。

＊連合も2009年から「ワーカーズキャピタル研究会」で検討を開始

し2010年12月に「ワーカーズキャピタル責任投資ガイドライン」を

策定、15年秋に改訂し進化させました。当初は企業年金の積立金運

用を軸に取り組み、議論の成熟をまって厚生年金積立金の責任投資

を求める要求に拡大しました。

＊これらの結果、年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）が

15年９月に責任投資原則に署名し、最大規模の機関投資家が参画し

ました。

＊年金積立金は私たち働く者が積み立てて、年金財政安定のため運

用している資金です。それを活用することで市場経済のルールの中

で気候変動防止の手立ての一つとして役立てることができます。こ

れからも、年金保険の被保険者利益を守りつつ、社会的責任を果た

すＥＳＧ投資枠の拡大が求められます。

　あらゆる手段を総動員して、気候災害を少なくし、失われる地球

上の生命を減らすために取り組みましょう。

気候変動と温室効果ガス

気候とエネルギー

市民生活と企業行動

＊2019年は日本各地で台風・豪雨被害が続きました。被災者にお見舞いを申し上げるとともに心から復旧・復興の早からんことを願います。

　翻って世界に目を向ければこの数十年、各地でゴア氏が「不都合な真実」で書いた明らかな異常気象＝台風・豪雨など気候災害が多発

しています。

年金積立金運用
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